<研究会報告>テーマ「『現代社会』の指導計画とその実践をめぐって」 by 梶 哲夫 et al.








































































































































































































Ii: ・ ・1学）リ1(18) 


























次からで，「間界史」と「地理」の両方か片方が必修である。単位数は 1科目だけで 4または 3。
2科目だとそれそれ 2または 3て，合計で 5以下である。三年次では殆んどの学校で「日本史」
が必修である (3~ 5単位。） 「日本史」が選択必修 (4~ 5単位）のところも若干あるが，そ




えているものと思われる。また実際に， 「現代社会」を設けずに， 「政経」と「倫社」で 2単位
ずつ骰ぎ換えているところも一校ある。また二年次の社会科授業時数が 3(「世界史」のみ）だ
ったり，一年次で「視代社会」 4単位を設けながら，三年次でも「政経」 2単位を必修にしてい
たりするところもあるが，それはその学校独自の指導方針に加えて，その学校の教科担任構成の
情情に因るものと思われる。それから，「特別実践活動」の時間を設けている学校は約半数で，
あとの半数の学校では授業に充てているようである。
2. 本校の新教育課程
さて本校では，一年次「現代社会」 4単位必修。二年次「地理」 4単位必修。三年次「世界史」
4単位必修。「日本史」 4単位選択必修。そして「現代社会」以外の全科目が 2単位ずつ自由選
択になっている。 「地理」 4単位が二年次で必修になっているのが特徴的であるが，これは二年
次社会科の授業時数が 4しかとれなかったこと，教科の専門性を生かすこと，そして国も代社会」
設立の趣旨を生かして，受験に関わりなく全ての科目を教養育成のために学んでもらうこと，な
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どの趣旨による。だが三年次に「世界史」と「日本史」の計 8単位十 Q'(文化系の場合）を同時
に勉強しなければならない負担は，課題として残っている。
3 本校の「現代社会」の指導計画と実践
「現代社会」の使用教科書は学研，資料集は東学で，年間指導計両案！ま教科書の目次どうりの
立案である。担当は，一年目は従来の政経磁倫社・地理の三人，今年は政経砂倫社の二人である。
完成年度以降は，一応政経。倫社の二人で継続して担当していく予定である。これは，当初の坪
念とは違って教科書の内容が「政経」。「倫社」中心になってしまったためである。しかし教科
会の席上で「現代社会」という科目の性質を論議し尽くした訳ではなく，各科目持ち回りで各科
目なりの個性的な「現代社会」を担当していく余地もまだ残されている。
ところで，主体性のない教科書の目次どうりの年間指導計画立案は，新設校の忙しさと己れの
不勉強のためである。教科担任どうしで若干の情報交換は行なったが，全体的な取り組みに対す
る勉強会は開けないままスタートしてしまった。その結果として一年日の反省は，目分の授業に
限って言えば次のようである。私の従来の担当は「倫社」だが，教科書の目次に忠実なためと，
非専門分野で予習が大変だったこともあって，政経分野に年間授業時数の大半を費してしまい，
倫社分野は上っ面をなでて終わったり，割愛してしまった。全体的に統—一的な視点を持ち孔―}ず，
わかりにくい授業になってしまい，生徒が主体の授業には程遠かった。また，青年期に関する一
指導案をある機会があって作成していたが，上述のような事情で，指導案どうり
ることはでぎなかった。
このように，たいした計画もなしにスタートしてしまったことが，よけいに混迷の度を深める
なってしまったようである。しかし，一年目，二年目と予音をし，授業をしていく中で，
ようやく統一的な視点をわずかずつだが見い出してぎた。今年もすでに前半の政経分野にかなり
の時間を割りつつあるのだが，統一的な視点を見い出すためには一単元の授業の準備に，ともす
ると新書版や単行本二～三冊のかなりつっこんだ学習が要求されるので，早くノートの蓄積をし
なければと思っている。私の場合はまだ新卒三年目なので，これはここ当分の課趙である。
ともあれ，初年度の指導計画と実践は反省することばかりで，この論文に紹介でぎるような内
実がないのだが，授業実践の中で形成的に見い出してきた視点も新たに加えながら，以下に「
年期」の一指導案と実践の反省（過去 2年間の旧教育課程「倫社」での青年期の授業実践も含む）
を記すことにする。
4. 青年期の一指導案
-62-
筑波社会科研究第 3号(1984)
エリクソンのアイデンティティ論を援用して，青年期の 「アイデンティティの確立」
としてとらえる。発達課題とは，子供から大人への自立を達成する自らの実践的課題てあり，主
休的な自己探究による主体的な自己の確立あるいは自覚的な自己形成ということである。
主ず， 「現代の青年の心理的・社会的諸間題」の展開では， ｀｀自己の姿の客観的把摺に肛づい
た成長の課題の自覚”を心がけさせる。次に「適応と個性の形成」の展間では，＂全体の状況判
断と役書リを自霞した各自の責任ある行動”を心がけさせる。その際， せる
ために，グループで青年期の悩み。不安。不満などを話し合わせたり，ホ了ム）レーム活勒での学
校行市への取り組みなどを考えさせる。それぞれの項目の展間のねらいは次のようである。 fJ打者
では，悩み。不安。不欄などを抱えた不安定な自己を客観的に認識させ，その不安定さが大人と
しての自立。成長への過度期ゆえに存在するものであり，悩まなければ成長しないということに
気付かせる。そしてそれを自らの問題としてとらえさせ，自らの生ぎ方を考えてゆくぎっかけと
させるのである。次に後者では，社会参加における自己と他者との調和の問題を考えさせる。社
会への望ましい適応と，なおかつ自己を生かすような個性的な自己形成の間題であるが，堆なる
現状一辺倒な適応ではなく，望ましい自己形成へ向けての自己改造と同時に，その中で望ましい
白口を形成していけるような望ましい社会形成へ向けての環境改浩をも考えさせていかなければ
ならなし、0
ゆえに，大人への自立・成長という自らの実践的課頓としての青年其｝］の独自性をり釦調しつつも，
科目としての「現代社会」の中での青年期学習の位置づけを明らかにしなければならない。つま
り，全体の状況判断と社会参加という観点，あるいは自立を阻むモラトリアム期椙］の延長の原因
分析という観点から， 「現代社会の特色」の学習。次に国際化した現代社会の価値の多様化と文
化の相対性という観点から， 「人間生活における文化」の学習。価値観の混迷を深める原因とも
なった，＂生産優先の原理から生活優先の原理へ”という観点から， 「現代の経済社会と国民福
祉」の学習。そして，主体的な社会参加と薬本的人権の尊重を前提とした社会契約論を土台にし
た法治国家の成立という観点から， 「現代の民主政治と国際社会」の学習。そして最後に，混迷
する現代社会の中での価値観や人格の形成という成長の課咽の観点から，「現代に生きる倫理」
の学習がある。このように全ての項目が，主体的な自己探求による自覚的な自己形成という
期の生き方に結びついている。
ところで授業実践の視点としては，問題の本質を追求することを基軸にした人格的な応答関係
を保つ，｀｀対話（ディア。ロゴス）”を心がけたい。生徒に「汝，自身を知れ」と内面の自己探
求をさせるためには，相手の理性や人間性を尊重した＂産婆術,, が必要である。そのためには，
普段の受容的。友好的人間関係の維持が大切である。それによって，悩み。不安。不満などの話
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し合いも真面目で有意義なものとなる。
5. 青年期の授業の反省
新卒一年目はまだ指導案もでぎずに，統一的な視点を持たぬままに授業を進めてしまったが，
無担任で友達気分で生徒に接し，友好的な雰囲気で生徒に接し，授業を離れてもいろいろと話し
合うことができた。二年目は担任をもつようになって距離を悩いて接するようになったせいか，
（合唱祭・文化祭などにおけるクラス経営のまずさも手伝って）あまり活発な「悩みや不安」に
ついての話し合いができなかった。また倫社での 2年生のあるクラスでは，時nJi]の都合上話し合
いをせずにアンケート処理で済ませてしまったが，生徒の正直な内面の吐霰に対しては，
応答しないと非常に気まずくなる。やはり，人間関係。コミュニケーションが第一である。また
話し合いの結果，学校の規則に対する不満などはかなり出てぎたが，生徒会活動は非常に不活発
で，主体的な参加の姿勢をいかにもたせていくかが今後の課題である。その一環として，公の場
での論理的自己主張能力を育てるために，論述問題を継続して出題しているが，これからは討議
形式を青年期以外の項目の授業でも，もっと活発に取り入れて，｀｀理想社会の建設”というテー
マで，教科書全編を青年期の生ぎ方という実践的な課題に結びつけて考えさせていきたい。
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